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うたづ議会だより
2018

2.１
第66号

第13回　議会報告会開催
追跡調査   「陽だまり食堂」
　　　　 「中学生ボランティア」

香川県宇多津町

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

5

15

14

第66回　宇多津
子どもロードレース大会
　町の内外から181人の小学生
が参加しました。
　子どもたちは、寒空のもと、
たくさんの声援を受けながら、
元気に駆け抜けていきました。

　
今
か
ら
約
22
年
前
の
さ
わ
や
か
な
五
月
に
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ル
・
メ
イ
」
は
発
足
し
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
る
渡
辺

理
香
先
生
、
ピ
ア
ノ
の
藪
内
利
枝
子
先
生
の
お
陰
で
今
日
に
い
た
っ

て
い
ま
す
。
先
生
の
教
え
は
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
、
優
し
く
分
か
り
や

す
い
も
の
で
す
。
月
に
２
回
（
第
２
・
４
水
曜
日
）
10
時
よ
り
11
時

半
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
20
余
年
も
経
ち
ま
す
と
会
員
も
そ
れ
な
り
に
歳
を
経
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
健
康
で
と
て
も
元
気
で
す
。
思
い
や
り
が

あ
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
も
積
極
的
で
熱
心
で
す
。
私
た
ち
は
文
化

　
東
大
阪
市
の
副
市
長
さ
ん
の
お
話

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
市
は
観

光
施
設
や
有
名
な
観
光
地
、
名
産
特

産
な
ど
が
な
く
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
苦

慮
し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
若
者

か
ら「
東
大
阪
市
の
観
光
資
源
は
、こ
こ

の
住
民
で
は
？
」と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
市
は
住
民
一
人

一
人
に
脚
光
を
あ
て
始
め
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
名
物
オ
ジ
サ
ン
、

愉
快
な
学
校
の
先
生
、
ダ
ン
デ
ィ
な

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
。

　
こ
の
ま
ち
お
こ
し
の
取
組
み
は
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
を
呼
び
込
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
副
市
長
は
、
「
住

民
の
顔
が
ま
ち
の
顔
、
住
民
が
ま
ち
の

主
役
、
住
民
が
ま
ち
の
財
産
」
と
言

い
ま
す
。
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
こ
の
言
葉
を
住
民
に
言
っ

て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
我
々
、

議
会
人
の
仕
事
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
　
弘
治
）

芸能祭でのステージ

協
会
に
所
属
し
て
お
り
、
秋
に
は
文

化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
立
ち
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ
の
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
毎
年
出
演
し
、

「
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
」
と
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
お
仕
事
を
お
持
ち
の
方
に
は
昼
の

練
習
は
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
興
味
が
お
あ
り
の
方
は
お
出
か
け

く
だ
さ
っ
て
、
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
雑

談
に
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
一
緒
に
大
き
な
声
を
出
し
て
、

身
体
の
内
よ
り
元
気
で
明
る
い
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

み
な
さ
ん
の
声

杉野　信雄さん
青色防犯パトロール隊員

　
平
成
17
年
か
ら
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で
13

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
交
通

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
言
わ
れ
る

香
川
県
に
お
い
て
、
宇
多
津
町
で
も
交
通
事
故
の
話
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
少
し
で

も
交
通
マ
ナ
ー
が
向
上
し
、
事
故
が
減
る
こ
と
、
町
民

の
防
犯
意
識
が
高
ま
り
犯
罪
の
抑
止
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
青
パ
ト
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
10
月
に
は
交
通
栄

誉
賞
緑
十
字
銅
賞
を
、

平
成
29
年
10
月
に
は
四

国
管
区
警
察
局
長
、
四

国
交
通
安
全
協
会
会
長

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
賞
に
恥

じ
な
い
よ
う
な
運
転
を
心
が
け
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
あ
と
何
年
続
け
ら
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
、

微
力
な
が
ら
町
の
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

町内を巡回する青パト 賞状と副賞

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
西
本
　
祐
子

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也

委
　  

員
　
井
上
　
弘
治

委
　  

員
　
大
松
喜
次
郎

委
　  

員
　
青
木
　
義
勝

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
柴
村
　
賢
三
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58万円

7105万円

1億6400万円

返礼品人気商品

ニューピオーネ せとかオレンジ 桃

ふるさと納税、今年も好調ふるさと納税、今年も好調

壁
に
は
亀
裂
が
見
ら
れ
る

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
28
年
度
決
算
認
定
を
含
む
議
案
８
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
香
川
県
広
域
水
道
事
業
団
議
会
議
員
を
選
出
し
、
陳
情
１
件
は
否
決
し
ま
し
た
。

陳
情

商
工
会
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

庁
舎
西
館
を
お
借
り
し
た
い
。

①
水
道
の
広
域
化
に
よ
り
、
水
道
課
の
場
所
が

　
空
く
。

②
非
営
利
団
体
な
の
で
、
使
用
料
は
減
免
し
て

　
ほ
し
い
。

③
北
館
は
空
調
設
備
な
ど
の
改
修
工
事
が
必
要
。

《
賛
成
討
論
》

・
北
館
は
改
修
が
必
要
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
問
題
が
あ
る
。

・
ま
ち
づ
く
り
課
と
一
緒
に
し
て
、
観
光
協
会
の
強
化
も
は

　
か
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
し
て
は
。

・
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
よ
り
は
、
西
館
を
貸
す
方
が
い
い
。

・
企
業
誘
致
条
例
で
よ
そ
か
ら
の
企
業
を
支
援
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
機
に
地
元
の

　
商
工
業
者
を
応
援
す
る
の
も
い
い
の
で
は
。

《
反
対
討
論
》

・
町
が
提
案
し
た
西
館
を
貸
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

・
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

・
将
来
増
え
る
で
あ
ろ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
皿
と
し
て
、
西
館
は
行
政
ス
ペ
ー

　
ス
と
し
て
確
保
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

・
北
館
の
貸
与
で
再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
も
な
内
容

ふ
る
さ
と
納
税  

好
調
な
伸
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
０
０
万
円
）

　
今
年
も
ふ
る
さ
と
納
税
は
好
調
な
伸
び
を
見
せ
、
11
月

末
で
１
億
６
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
年
末
ま
で
に

予
算
を
超
え
そ
う
な
た
め
、
歳
入
を
増
額
補
正
す
る
。

　
歳
出
も
返
礼
品
代
な
ど
２
４
７
５
万
円
の
補
正
を
す
る
。

ち
な
み
に
昨
年
度
は
約
７
１
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

私
立
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
５
０
万
円
）

　
私
立
保
育
所
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
が
出
て
い
る
。

定
池
の
改
修
費

　
　
　
（
２
２
５
０
万
円
）

　
昨
年
の
台
風
21
号
（
10
月

21
日
〜
23
日
）
に
よ
り
、
定

池
（
鍋
谷
）
の
上
側
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
堤
防
が
崩
れ
か
け

た
た
め
、
改
修
を
行
う
。
下

側
に
つ
い
て
は
県
の
補
助
で

池
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
国
１
／
２
、
県
１
／
４
、

残
り
を
町
が
負
担
す
る
。

町
議
会
議
員
報
酬
の
改
定

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
給
与
の
改
定

一
般
職
の
職
員
給
与
の
改
定

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
町
長
・

副
町
長
・
教
育
長
の
給
与
な
ら
び
に
一
般
職
の
職
員
の
給

与
の
改
定
を
す
る
。

歳
入

歳
出

条
例
改
正

老朽化が進む商工会館 建設中の世代間交流センター

堤防が崩れている定池

本会議 議員の賛否

◯  賛成　×  反対　欠  欠席（議長は、賛否同数の時のみ可否を決定する）

主　な　審　議　案　件

平成28年度　宇多津町一般会計歳入歳出決算継続審査

平成29年度　国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成29年度　介護保険特別会計補正予算（第１号）

職員の育児休業に関する条例

宇多津町議会議員の議員報酬・費用弁償に関する条例

宇多津町長・副町長・教育長の給与に関する条例

宇多津町一般職の職員の給与に関する条例

商工会館の老朽化に伴う西館への移転

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

―

―

―

―

―

―

―

―

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

認

　
　
　
　
　
　
　
　定

陳
情

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

　10月に28年度の決算審査を行ったが、一日で終了した。
県内では９月議会会期中に行う市町も多い。次年度の予算に
関わる事案も多いので、時期的にも早く、もう少し時間をか
けて行うことが望ましい。

◯　◯　◯　◯　◯　―　◯　◯　◯　◯　　平成29年度　宇多津町一般会計補正予算（第５号）
　ふるさと納税返礼品追加・水族館関係交通調査・定池改修など

世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
０
０
万
円
）

　
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
・
い
す
、
陳
列
棚
な
ど
の
購
入
。

さ
だ
い
け
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ふるさと納税、今年も好調ふるさと納税、今年も好調

壁
に
は
亀
裂
が
見
ら
れ
る

　
平
成
29
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
平
成
28
年
度
決
算
認
定
を
含
む
議
案
８
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
香
川
県
広
域
水
道
事
業
団
議
会
議
員
を
選
出
し
、
陳
情
１
件
は
否
決
し
ま
し
た
。

陳
情

商
工
会
館
が
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

庁
舎
西
館
を
お
借
り
し
た
い
。

①
水
道
の
広
域
化
に
よ
り
、
水
道
課
の
場
所
が

　
空
く
。

②
非
営
利
団
体
な
の
で
、
使
用
料
は
減
免
し
て

　
ほ
し
い
。

③
北
館
は
空
調
設
備
な
ど
の
改
修
工
事
が
必
要
。

《
賛
成
討
論
》

・
北
館
は
改
修
が
必
要
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
問
題
が
あ
る
。

・
ま
ち
づ
く
り
課
と
一
緒
に
し
て
、
観
光
協
会
の
強
化
も
は

　
か
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
に
し
て
は
。

・
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
す
る
よ
り
は
、
西
館
を
貸
す
方
が
い
い
。

・
企
業
誘
致
条
例
で
よ
そ
か
ら
の
企
業
を
支
援
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
機
に
地
元
の

　
商
工
業
者
を
応
援
す
る
の
も
い
い
の
で
は
。

《
反
対
討
論
》

・
町
が
提
案
し
た
西
館
を
貸
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

・
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
。

・
将
来
増
え
る
で
あ
ろ
う
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
皿
と
し
て
、
西
館
は
行
政
ス
ペ
ー

　
ス
と
し
て
確
保
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

・
北
館
の
貸
与
で
再
考
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

お
も
な
内
容

ふ
る
さ
と
納
税  

好
調
な
伸
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
０
０
０
万
円
）

　
今
年
も
ふ
る
さ
と
納
税
は
好
調
な
伸
び
を
見
せ
、
11
月

末
で
１
億
６
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
年
末
ま
で
に

予
算
を
超
え
そ
う
な
た
め
、
歳
入
を
増
額
補
正
す
る
。

　
歳
出
も
返
礼
品
代
な
ど
２
４
７
５
万
円
の
補
正
を
す
る
。

ち
な
み
に
昨
年
度
は
約
７
１
０
０
万
円
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
関
連
記
事
は
❹
ペ
ー
ジ
）

私
立
保
育
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
５
０
万
円
）

　
私
立
保
育
所
職
員
の
処
遇
改
善
の
た
め
、
国
・
県
か
ら

の
補
助
金
が
出
て
い
る
。

定
池
の
改
修
費

　
　
　
（
２
２
５
０
万
円
）

　
昨
年
の
台
風
21
号
（
10
月

21
日
〜
23
日
）
に
よ
り
、
定

池
（
鍋
谷
）
の
上
側
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
堤
防
が
崩
れ
か
け

た
た
め
、
改
修
を
行
う
。
下

側
に
つ
い
て
は
県
の
補
助
で

池
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
国
１
／
２
、
県
１
／
４
、

残
り
を
町
が
負
担
す
る
。

町
議
会
議
員
報
酬
の
改
定

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の
給
与
の
改
定

一
般
職
の
職
員
給
与
の
改
定

　
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
の
報
酬
、
町
長
・

副
町
長
・
教
育
長
の
給
与
な
ら
び
に
一
般
職
の
職
員
の
給

与
の
改
定
を
す
る
。

歳
入

歳
出

条
例
改
正

老朽化が進む商工会館 建設中の世代間交流センター

堤防が崩れている定池
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宇多津町一般職の職員の給与に関する条例

商工会館の老朽化に伴う西館への移転

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

×

―

―

―

―

―

―

―

―

　

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

◯

　

認

　
　
　
　
　
　
　
　定

陳
情

西本 濵中 柴村 宮本 大松 青木 藍川井上大黒港

　10月に28年度の決算審査を行ったが、一日で終了した。
県内では９月議会会期中に行う市町も多い。次年度の予算に
関わる事案も多いので、時期的にも早く、もう少し時間をか
けて行うことが望ましい。

◯　◯　◯　◯　◯　―　◯　◯　◯　◯　　平成29年度　宇多津町一般会計補正予算（第５号）
　ふるさと納税返礼品追加・水族館関係交通調査・定池改修など

世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
０
０
万
円
）

　
世
代
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
テ
ー
ブ
ル
・
い
す
、
陳
列
棚
な
ど
の
購
入
。

さ
だ
い
け
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委
員
会
審
議
な
ど

追
跡
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

追跡調査追跡調査

　異世代交流を目的とした「陽だまり食堂」
は昨年6月にオープンしました。役場から南
へ歩いて２分のところにある施設「陽だまり」
を利用しています。のれんをくぐって奥に入
って行くと、倉庫を改修した食堂があります。
20人ぐらいが座れそうです。
　この事業は社会福祉協議会に委託していま
す。月に１回、いろいろな子どもが来やすい
ように曜日を変えながら、17時～19時に実
施しています。普段の参加者は子どもが10
～12人（1～15歳）と調理のボランティア
8人程度で、高校生や香短の学生なども来て
くれています。食事はもちろん、教育委員会
の支援で宿題や卓球などもしているそうです。
また、イベントの時には、老人クラブや民生

委員なども手伝っています。町からの補助金の年間36万円は食材や備品の購入に充てていま
すが、野菜・果物・菓子・肉・魚などの食材の寄付をしてく
ださる方にも支えられています。
　12月22日に訪れた時は子ども６人、家族３人と多くのボ
ランティアの方が参加していました。子どもたちは配膳の手
伝いを進んで行い、「めっちゃ、おいしい」とおかわりもし
ていました。その後のイベントではサンタさんも現れて、家
庭的な楽しい雰囲気でした。

町政を問う
・食品ロスを減らす「3010運動」を
・知的障がい者の支援は

・北小学校の通学路の改善
・インターチェンジの名称変更

・新たに同居・近居に補助制度を
・ふるさと応援奨学金制度を

・選挙用はがきの裏面に宣誓書の記載を
・産後検診、自己負担分の公費助成を

・宇多津今昔ロマン街道の核を造る
・水族館建設計画の進捗状況は

・臨時・非常勤職員の採用は適正か
・「子どもＳＯＳ」の見直しが必要では

・春休みに新１年生の学童保育を
・親と近居・同居世帯の固定資産税の補助

・町長選挙出馬の意向は
・内閣府のプレミアム商品券の検証結果

（一般質問の件名）

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

宮本　　隆

青木　義勝

藍川佳津樹

大黒　一也

井上　弘治

調理をするボランティアさん

みんなで食べると美味しいね

水族館建設に向けての周辺整備
水族館建設に向けての整備

総務課

地域整備課

ふるさと納税の推進
Q
A

渋滞が懸念される浜街道

臨海公園周辺の樹木

Q

Q

　交通調査をするようだが。　返礼品の発送費の負担は。
A

A

　返礼品の業者が発送費を負担している。

Q

A

　総務省は返礼品を納税額の３割程度
と指導しているが、町の考えは。
　国の事務レベルでは３割のラインの指
導があるものの、各自治体の責任で行っ
ていくようにとの大臣発言もあった。町
では返礼品だけでは４割程度となってい
る。　　　　　　（関連記事は❷ページ）

教育委員会

3歳児の延長保育
Q 　今年度は４歳児(年中)、５歳児(年長)
の延長保育（預かり保育）をしている
が、３歳児(年少)はできないのか。

A 　平成30 年度から３歳児も預かる。各
10 人程度を考えている。

老朽空き家の解体補助
　老朽空き家の解体補助について、調
査の方法や判断基準は。
　調査は職員が行う。国が定める基準
点を超えた場合、補助対象にする。

地域整備課

ため池の耐震診断
　町内のため池の耐震診断と保全調査
計画の考えは。
　今後、県と相談しながら、必要に応じて
考えていく。

　水族館建設に向けて「どの方向から来
てどの方向に向かうのか」などの調査を
する。12月末には駐車場のめどが立つ
と聞いている。
　　　　

地域整備課

住民生活課

　水族館建設が始まった場合、公園の
樹木はどうするのか。 補助金の返還は。

　残せるものは残したり移植したりするこ
とを検討する。撤去することについても、
一部利用できるものがあれば利用したい。
補助金については確認中である。

　　　　

Q

A

Q

A

長縄手の歩者分離信号機
Q 　通学時の時間帯の調整は可能か。
A 　県公安委員会によると、東西は短く南
北（県道191号線）は長く調整している。サンタさんが来てくれました

温かい「陽だまり食堂」温かい「陽だまり食堂」

　今はボランティアの方々に支えられていますが、運営には人手が要ります。
多くの方にご支援をお願いしたいと痛感しました。
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問問

再
質
問

再
質
問

問問

木
下
保
健
福
祉
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

木
下
保
健
福
祉
課
長

再
質
問

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
平
成
30
年
10
月
19
日
に
任

期
満
了
と
な
る
。
昨
今
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
多
様
化
さ
れ
複
雑
化
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情

勢
の
中
、
今
年
の
秋
に
行
わ
れ

る
宇
多
津
町
長
選
挙
に
谷
川
町

長
の
再
選
出
馬
の
お
考
え
を
尋

ね
る
。

　
　
こ
の
４
月
に
内
閣
地
方
推

進
室
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な

ど
の
効
果
検
証
の
報
告
書
が
公

表
さ
れ
た
。
２
３
７
２
億
円
の

財
政
投
資
は
３
３
９
１
億
円
の

経
済
効
果
を
生
み
地
域
の
経
済

効
果
を
高
め
た
と
分
析
。
本
町

の
検
証
、
分
析
は
。

町
長
選
挙
出
馬
の
意
向
は

３
期
目
の
町
長
選
に
出
馬
す
る
／
町
長

井上　弘治　議員

内
閣
府
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
検
証
結
果

地
元
の
商
工
振
興
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
２
期
７
年

町
政
運
営
を
務
め
て
き
た
。
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
は
、
す

べ
て
の
住
民
に
優
し
い
健
康
福

祉
、
安
全
安
心
、
教
育
文
化
の

充
実
、
活
気
・
活
力
・
賑
わ
い

の
あ
る
町
、
快
適
に
暮
ら
せ
る

町
、
そ
し
て
み
ん
な
で
育
て
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
。
本
町
が

今
後
も
輝
き
続
け
る
た
め
に
住

民
目
線
で
、
積
極
的
果
敢
に
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
一
層
本

格
化
さ
せ
確
か
な
も
の
に
す
る
。

平
成
30
年
の
秋
に
再
び
住
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
頂
け
る
の

で
あ
れ
ば
「
日
本
で
一
番
住
み

や
す
い
町
宇
多
津
町
」
の
実
現

　
　
　
　
相
談
か
ら
入
所
ま
で

の
支
援
計
画
は
、
聴
覚
障
が
い

者
の
対
応
は
。
職
員
の
手
話
の

勉
強
会
は
。

　
　
　
　
防
災
訓
練
の
時
に
備

蓄
品
を
試
食
、
配
布
し
て
い
る

が
、
端
数
が
残
れ
ば
社
協
に
提

供
し
て
み
て
は
。

　
　
食
品
ロ
ス
と
は
、
生
産
か

ら
消
費
ま
で
過
程
で
発
生
し
、

食
べ
ら
れ
る
状
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
廃
棄
さ
れ
る
ロ
ス
は
年
間

６
０
０
万
ト
ン
強
発
生
し
て
お

り
、
お
茶
碗
一
杯
分
の
お
米
が

毎
日
捨
て
ら
れ
て
い
る
計
算
で

あ
る
。
そ
の
食
べ
残
し
を
減
ら

す
た
め
の
「
３
０
１
０
運
動
」

は
宴
会
の
開
始
か
ら
30
分
と
、

閉
宴
10
分
前
に
は
席
に
座
っ
て

食
事
を
楽
し
も
う
と
い
う
も
の
。

　
　
町
内
の
就
労
継
続
支
援
施

設
に
は
多
く
の
方
が
通
っ
て
い

る
。
知
的
障
が
い
者
の
日
常
生

活
を
家
族
が
世
話
を
し
て
お
り
、

親
兄
弟
に
と
っ
て
、
一
番
心
配

な
の
は
、
自
分
が
世
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
町
内

の
施
設
に
入
所
で
き
る
の
か
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
「
３
０
１
０
運
動
」
を

こ
の
運
動
を
広
報
な
ど
に
掲
載
す
る
／
住
民
生
活
課
長

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
地
域
で
支
え
る
／
保
健
福
祉
課
長

知
的
障
が
い
者
の
支
援
は

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
運
動

が
家
庭
に
浸
透
し
て
い
く
と
、

資
源
の
大
切
さ
に
よ
る
啓
蒙
と

ゴ
ミ
減
量
に
つ
な
が
れ
ば
ロ
ス

が
少
な
く
な
っ
て
行
く
と
考
え

る
。
ま
ず
は
、
広
報
に
掲
載
し
、

国
、
県
が
作
成
し
て
い
る
３
０

１
０
運
動
の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
賞
味
期

限
の
時
期
、
数
量
な
ど
の
理
由

で
防
災
訓
練
で
配
布
で
き
な
い

場
合
は
、
破
棄
す
る
こ
と
な
く

ト
を
幅
広
く
活
用
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
介
護

状
態
に
応
じ
て
町
内
の
介
護
施

設
に
入
所
可
能
で
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
、
入
所
支
援
施
設
は

な
く
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取

こ
の
運
動
が
全
国
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
町
も
Ｐ
Ｒ
し
て
み

て
は
。

で
き
な
け
れ
ば
、
対
応
で
き
る

施
設
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
の
対
策
、
考
え
は
。

　
　
　
　
内
閣
府
は
、
地
域
経

済
と
人
口
の
増
減
問
題
と
は
密

接
な
関
連
性
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
人
口
増
加
策
の
視
点
か

ら
見
て
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
は
地
元
商
工
業
の

活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
事
業
の
強
化
拡

充
は
商
工
会
と
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

平
成

22
年
か
ら
実
施
し
た
事
業
。
商

工
会
が
運
営
全
般
を
担
っ
て
い

る
。
販
売
状
況
に
つ
い
て
は
完

売
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
換
金
さ
れ
、
住
民
の
認

知
度
・
ニ
ー
ズ
と
も
高
い
。
ま

た
加
盟
店
も
増
加
。
消
費
者
・

事
業
者
の
双
方
が
相
ま
っ
て
地

元
の
商
工
業
振
興
の
一
助
に
な

っ
て
い
る
。

大黒　一也　議員

に
向
け
て
全
身
全
霊
を
も
っ
て

そ
の
任
に
責
任
と
覚
悟
を
も
っ

て
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

こ
こ
に
出
馬
を
表
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
に

応
じ
て
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ

き
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
進
め
て
い

く
。
筆
談
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

対
応
。
社
協
職
員
と
の
勉
強
会

の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

り
な
が
ら
町
外
の
支
援
施
設
に

入
所
で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。

社
協
と
協
議
し
て
有
効
に
活
用

す
る
。
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問問

再
質
問

再
質
問

問問

木
下
保
健
福
祉
課
長

一
般
質
問

一
般
質
問

木
下
保
健
福
祉
課
長

再
質
問

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

和
田
危
機
管
理
課
長

谷
川
町
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
平
成
30
年
10
月
19
日
に
任

期
満
了
と
な
る
。
昨
今
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
は
多
様
化
さ
れ
複
雑
化
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
情

勢
の
中
、
今
年
の
秋
に
行
わ
れ

る
宇
多
津
町
長
選
挙
に
谷
川
町

長
の
再
選
出
馬
の
お
考
え
を
尋

ね
る
。

　
　
こ
の
４
月
に
内
閣
地
方
推

進
室
に
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な

ど
の
効
果
検
証
の
報
告
書
が
公

表
さ
れ
た
。
２
３
７
２
億
円
の

財
政
投
資
は
３
３
９
１
億
円
の

経
済
効
果
を
生
み
地
域
の
経
済

効
果
を
高
め
た
と
分
析
。
本
町

の
検
証
、
分
析
は
。

町
長
選
挙
出
馬
の
意
向
は

３
期
目
の
町
長
選
に
出
馬
す
る
／
町
長

井上　弘治　議員

内
閣
府
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
検
証
結
果

地
元
の
商
工
振
興
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
２
期
７
年

町
政
運
営
を
務
め
て
き
た
。
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
は
、
す

べ
て
の
住
民
に
優
し
い
健
康
福

祉
、
安
全
安
心
、
教
育
文
化
の

充
実
、
活
気
・
活
力
・
賑
わ
い

の
あ
る
町
、
快
適
に
暮
ら
せ
る

町
、
そ
し
て
み
ん
な
で
育
て
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
。
本
町
が

今
後
も
輝
き
続
け
る
た
め
に
住

民
目
線
で
、
積
極
的
果
敢
に
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
一
層
本

格
化
さ
せ
確
か
な
も
の
に
す
る
。

平
成
30
年
の
秋
に
再
び
住
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
頂
け
る
の

で
あ
れ
ば
「
日
本
で
一
番
住
み

や
す
い
町
宇
多
津
町
」
の
実
現

　
　
　
　
相
談
か
ら
入
所
ま
で

の
支
援
計
画
は
、
聴
覚
障
が
い

者
の
対
応
は
。
職
員
の
手
話
の

勉
強
会
は
。

　
　
　
　
防
災
訓
練
の
時
に
備

蓄
品
を
試
食
、
配
布
し
て
い
る

が
、
端
数
が
残
れ
ば
社
協
に
提

供
し
て
み
て
は
。

　
　
食
品
ロ
ス
と
は
、
生
産
か

ら
消
費
ま
で
過
程
で
発
生
し
、

食
べ
ら
れ
る
状
態
に
も
か
か
わ

ら
ず
廃
棄
さ
れ
る
ロ
ス
は
年
間

６
０
０
万
ト
ン
強
発
生
し
て
お

り
、
お
茶
碗
一
杯
分
の
お
米
が

毎
日
捨
て
ら
れ
て
い
る
計
算
で

あ
る
。
そ
の
食
べ
残
し
を
減
ら

す
た
め
の
「
３
０
１
０
運
動
」

は
宴
会
の
開
始
か
ら
30
分
と
、

閉
宴
10
分
前
に
は
席
に
座
っ
て

食
事
を
楽
し
も
う
と
い
う
も
の
。

　
　
町
内
の
就
労
継
続
支
援
施

設
に
は
多
く
の
方
が
通
っ
て
い

る
。
知
的
障
が
い
者
の
日
常
生

活
を
家
族
が
世
話
を
し
て
お
り
、

親
兄
弟
に
と
っ
て
、
一
番
心
配

な
の
は
、
自
分
が
世
話
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。
町
内

の
施
設
に
入
所
で
き
る
の
か
。

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
「
３
０
１
０
運
動
」
を

こ
の
運
動
を
広
報
な
ど
に
掲
載
す
る
／
住
民
生
活
課
長

関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
地
域
で
支
え
る
／
保
健
福
祉
課
長

知
的
障
が
い
者
の
支
援
は

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
運
動

が
家
庭
に
浸
透
し
て
い
く
と
、

資
源
の
大
切
さ
に
よ
る
啓
蒙
と

ゴ
ミ
減
量
に
つ
な
が
れ
ば
ロ
ス

が
少
な
く
な
っ
て
行
く
と
考
え

る
。
ま
ず
は
、
広
報
に
掲
載
し
、

国
、
県
が
作
成
し
て
い
る
３
０

１
０
運
動
の
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
賞
味
期

限
の
時
期
、
数
量
な
ど
の
理
由

で
防
災
訓
練
で
配
布
で
き
な
い

場
合
は
、
破
棄
す
る
こ
と
な
く

ト
を
幅
広
く
活
用
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
介
護

状
態
に
応
じ
て
町
内
の
介
護
施

設
に
入
所
可
能
で
、
そ
う
で
な

い
場
合
は
、
入
所
支
援
施
設
は

な
く
、
関
係
機
関
と
連
携
を
取

こ
の
運
動
が
全
国
で
実
施
さ
れ

て
い
る
が
、
町
も
Ｐ
Ｒ
し
て
み

て
は
。

で
き
な
け
れ
ば
、
対
応
で
き
る

施
設
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
、

町
と
し
て
の
対
策
、
考
え
は
。

　
　
　
　
内
閣
府
は
、
地
域
経

済
と
人
口
の
増
減
問
題
と
は
密

接
な
関
連
性
が
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
人
口
増
加
策
の
視
点
か

ら
見
て
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
は
地
元
商
工
業
の

活
性
化
に
繋
が
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
事
業
の
強
化
拡

充
は
商
工
会
と
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　  

　 

平
成

22
年
か
ら
実
施
し
た
事
業
。
商

工
会
が
運
営
全
般
を
担
っ
て
い

る
。
販
売
状
況
に
つ
い
て
は
完

売
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、
ほ

と
ん
ど
換
金
さ
れ
、
住
民
の
認

知
度
・
ニ
ー
ズ
と
も
高
い
。
ま

た
加
盟
店
も
増
加
。
消
費
者
・

事
業
者
の
双
方
が
相
ま
っ
て
地

元
の
商
工
業
振
興
の
一
助
に
な

っ
て
い
る
。

大黒　一也　議員

に
向
け
て
全
身
全
霊
を
も
っ
て

そ
の
任
に
責
任
と
覚
悟
を
も
っ

て
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

こ
こ
に
出
馬
を
表
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
容
に

応
じ
て
本
人
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ

き
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
進
め
て
い

く
。
筆
談
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

対
応
。
社
協
職
員
と
の
勉
強
会

の
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

り
な
が
ら
町
外
の
支
援
施
設
に

入
所
で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
体
制
を
構
築

し
て
い
る
。

社
協
と
協
議
し
て
有
効
に
活
用

す
る
。
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問問

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

再
質
問

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

今
津
生
涯
学
習
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

濵中　保夫　議員

ま
だ
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
る

宇
多
津
町
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

よ
う
な
施
策
が
有
効
で
は
。

　
　
　
　
最
終
、
歩
道
橋
の
考

え
は
あ
る
か
。

　
　
今
年
９
月
15
日
に
長
縄
手

交
差
点
に
歩
者
分
離
信
号
機
が

宇
多
津
町
で
初
め
て
設
置
さ
れ

た
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
東

交
差
点
で
は
、
未
だ
に
対
応
さ

れ
て
い
な
い
。
来
年
２
月
に
は

交
差
点
角
に
店
が
、
ま
た
２
０

２
０
年
に
は
水
族
館
が
オ
ー
プ

ン
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

　
　
今
年
３
月
末
に
水
族
館
関

係
者
と
町
で
協
定
書
を
交
わ
し
、

来
年
６
月
に
工
事
を
着
工
し
、

２
０
２
０
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

予
定
で
あ
る
。
国
道
11
号
線
、

さ
ぬ
き
浜
街
道
の
誘
導
標
識
や

道
路
構
造
に
つ
い
て
事
前
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
思
う
が
、
坂

出
市
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

北
小
学
校
の
通
学
路
の
改
善

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
県
な
ど
に
要
望
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
変
更

ま
ず
は
坂
出
市
と
の
協
議
が
必
要
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
24

年
度
に
お
い
て
、
北
側
車
歩
道

部
分
の
改
良
工
事
を
実
施
し
、

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
に
お
い
て

も
当
時
よ
り
渋
滞
が
起
き
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
10
年

前
、
建
設
課
の
時
代
に
歩
道
橋

事
業
の
積
算
を
し
た
が
、
当
時

約
１
憶
数
千
万
円
と
も
言
わ
れ
、

頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
ま
ず
は
宇
多
津
町

の
住
み
や
す
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
現
在
は
「
新
婚
世

　
　
　
　
い
い
施
策
は
県
内
で

１
番
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
人
口
増
加
の
新
し
い
施
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

が
２
か
所
あ
り
、
１
か
所
で
も

「
坂
出
宇
多
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
」
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
昨
年
、
保
育
園
の
お
母
さ

ん
か
ら
「
新
１
年
生
は
入
学
式

ま
で
の
間
は
預
け
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
は
「
ど
ん
な
お
子

さ
ん
が
来
ら
れ
る
の
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、
受
け
入
れ
は
難
し

　
　
秋
の
研
修
で
訪
れ
た
愛
知

県
豊
明
市
で
は
、
市
内
で
親
・

子
な
ど
と
同
居
ま
た
は
近
居
す

る
た
め
に
新
た
に
住
宅
を
新
築

ま
た
は
購
入
す
る
方
に
対
し
て
、

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当

額
の
一
部
を
補
助
し
て
い
た
。

目
的
は
人
口
増
加
だ
が
、
高
齢

者
へ
の
目
配
り
と
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
も
は
か
る
こ

と
が
で
き
る
。

春
休
み
に
新
１
年
生
の
学
童
保
育
を

対
応
は
し
た
い
が
、
支
援
員
が
集
ま
ら
な
い
／
生
涯
学
習
課
長

親
と
近
居
・
同
居
世
帯
の
固
定
資
産
税
の
補
助

他
の
自
治
体
の
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
内

で
は
高
松
市
な
ど
で
引
っ
越
し

費
用
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
豊
明
市
や
他
の
自
治
体
の

例
も
研
究
し
て
宇
多
津
町
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
効
果
が
あ
り
、

町
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
市

と
協
議
の
上
、
坂
出
市
、
香
川

河
川
国
道
事
務
所
、
町
内
自
治

会
な
ど
の
関
係
団
体
で
構
成
す

る
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
検
討

い
」
と
回
答
し
た
。
丸
亀
市
な

ど
で
は
４
月
１
日
か
ら
新
１
年

生
も
学
童
保
育
に
受
け
入
れ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
ま
た
女
性
が
安
心
し
て

働
き
続
け
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

早
急
な
対
応
を
。

の
視
点
か
ら
、
施
策
を
打
ち
出

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
か
に

周
り
の
自
治
体
で
は
新
１
年
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
宇
多
津

町
で
も
受
け
入
れ
る
べ
く
準
備

を
し
て
い
る
が
、
支
援
員
が
集

ま
ら
な
い
。

西本　祐子　議員

豊明市の広報など 学童保育（放課後児童クラブ）に通う子どもたち

協
議
会
」
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

協
議
会
が
必
要
と
結
論
が
出
た

場
合
、
四
国
地
方
整
備
局
の
決

定
を
も
と
に
日
本
高
速
道
路
機

構
に
変
更
申
請
し
、
宇
多
津
町

の
自
己
負
担
で
工
事
が
行
わ
れ

る
。

帯
家
賃
補
助
」
を
行
っ
て
い
る
。

移
住
定
住
に
つ
い
て
は
タ
イ
ミ

グ
を
見
計
ら
っ
て
制
度
設
計
な

ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。

に
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
し
て
い
く
の
か
。

保
す
る
た
め
に
も
交
通
事
故
多

発
地
点
な
ど
の
総
合
診
断
を
県

土
木
や
坂
出
警
察
署
に
要
望
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

と
よ
あ
け
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問問

藤
本
住
民
生
活
課
長

藤
本
住
民
生
活
課
長

再
質
問

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

今
津
生
涯
学
習
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

濵中　保夫　議員

ま
だ
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
る

宇
多
津
町
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の

よ
う
な
施
策
が
有
効
で
は
。

　
　
　
　
最
終
、
歩
道
橋
の
考

え
は
あ
る
か
。

　
　
今
年
９
月
15
日
に
長
縄
手

交
差
点
に
歩
者
分
離
信
号
機
が

宇
多
津
町
で
初
め
て
設
置
さ
れ

た
。
一
方
、
Ｊ
Ｒ
宇
多
津
駅
東

交
差
点
で
は
、
未
だ
に
対
応
さ

れ
て
い
な
い
。
来
年
２
月
に
は

交
差
点
角
に
店
が
、
ま
た
２
０

２
０
年
に
は
水
族
館
が
オ
ー
プ

ン
す
る
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う

　
　
今
年
３
月
末
に
水
族
館
関

係
者
と
町
で
協
定
書
を
交
わ
し
、

来
年
６
月
に
工
事
を
着
工
し
、

２
０
２
０
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

予
定
で
あ
る
。
国
道
11
号
線
、

さ
ぬ
き
浜
街
道
の
誘
導
標
識
や

道
路
構
造
に
つ
い
て
事
前
協
議

を
重
ね
て
い
る
と
思
う
が
、
坂

出
市
に
は
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

北
小
学
校
の
通
学
路
の
改
善

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
県
な
ど
に
要
望
し
て
い
く
／
住
民
生
活
課
長

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称
変
更

ま
ず
は
坂
出
市
と
の
協
議
が
必
要
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
24

年
度
に
お
い
て
、
北
側
車
歩
道

部
分
の
改
良
工
事
を
実
施
し
、

朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
に
お
い
て

も
当
時
よ
り
渋
滞
が
起
き
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
約
10
年

前
、
建
設
課
の
時
代
に
歩
道
橋

事
業
の
積
算
を
し
た
が
、
当
時

約
１
憶
数
千
万
円
と
も
言
わ
れ
、

頓
挫
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
ま
ず
は
宇
多
津
町

の
住
み
や
す
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
現
在
は
「
新
婚
世

　
　
　
　
い
い
施
策
は
県
内
で

１
番
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
人
口
増
加
の
新
し
い
施
策

は
考
え
て
い
る
の
か
。

が
２
か
所
あ
り
、
１
か
所
で
も

「
坂
出
宇
多
津
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
」
と
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

　
　
昨
年
、
保
育
園
の
お
母
さ

ん
か
ら
「
新
１
年
生
は
入
学
式

ま
で
の
間
は
預
け
る
と
こ
ろ
が

な
い
。
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
は
「
ど
ん
な
お
子

さ
ん
が
来
ら
れ
る
の
か
わ
か
ら

な
い
の
で
、
受
け
入
れ
は
難
し

　
　
秋
の
研
修
で
訪
れ
た
愛
知

県
豊
明
市
で
は
、
市
内
で
親
・

子
な
ど
と
同
居
ま
た
は
近
居
す

る
た
め
に
新
た
に
住
宅
を
新
築

ま
た
は
購
入
す
る
方
に
対
し
て
、

家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税
相
当

額
の
一
部
を
補
助
し
て
い
た
。

目
的
は
人
口
増
加
だ
が
、
高
齢

者
へ
の
目
配
り
と
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
も
は
か
る
こ

と
が
で
き
る
。

春
休
み
に
新
１
年
生
の
学
童
保
育
を

対
応
は
し
た
い
が
、
支
援
員
が
集
ま
ら
な
い
／
生
涯
学
習
課
長

親
と
近
居
・
同
居
世
帯
の
固
定
資
産
税
の
補
助

他
の
自
治
体
の
例
を
研
究
し
て
い
き
た
い
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
内

で
は
高
松
市
な
ど
で
引
っ
越
し

費
用
の
補
助
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
豊
明
市
や
他
の
自
治
体
の

例
も
研
究
し
て
宇
多
津
町
の
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
効
果
が
あ
り
、

町
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
出
市

と
協
議
の
上
、
坂
出
市
、
香
川

河
川
国
道
事
務
所
、
町
内
自
治

会
な
ど
の
関
係
団
体
で
構
成
す

る
「
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
検
討

い
」
と
回
答
し
た
。
丸
亀
市
な

ど
で
は
４
月
１
日
か
ら
新
１
年

生
も
学
童
保
育
に
受
け
入
れ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
の
一
環
と

し
て
、
ま
た
女
性
が
安
心
し
て

働
き
続
け
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ

早
急
な
対
応
を
。

の
視
点
か
ら
、
施
策
を
打
ち
出

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
か
に

周
り
の
自
治
体
で
は
新
１
年
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
宇
多
津

町
で
も
受
け
入
れ
る
べ
く
準
備

を
し
て
い
る
が
、
支
援
員
が
集

ま
ら
な
い
。

西本　祐子　議員

豊明市の広報など 学童保育（放課後児童クラブ）に通う子どもたち

協
議
会
」
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

協
議
会
が
必
要
と
結
論
が
出
た

場
合
、
四
国
地
方
整
備
局
の
決

定
を
も
と
に
日
本
高
速
道
路
機

構
に
変
更
申
請
し
、
宇
多
津
町

の
自
己
負
担
で
工
事
が
行
わ
れ

る
。

帯
家
賃
補
助
」
を
行
っ
て
い
る
。

移
住
定
住
に
つ
い
て
は
タ
イ
ミ

グ
を
見
計
ら
っ
て
制
度
設
計
な

ど
を
考
え
て
い
き
た
い
。

に
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を

確
保
し
て
い
く
の
か
。

保
す
る
た
め
に
も
交
通
事
故
多

発
地
点
な
ど
の
総
合
診
断
を
県

土
木
や
坂
出
警
察
署
に
要
望
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

と
よ
あ
け
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問

再
質
問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

中
村
総
務
課
長

中
村
総
務
課
長

合
田
教
育
長

再
質
問

問

今
津
生
涯
学
習
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

問

高
瀬
教
育
次
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

宮本　隆　議員

　
　
　
　
任
期
の
最
長
５
年
の

根
拠
は
な
ぜ
か
。
要
資
格
者
の

場
合
60
歳
ま
で
雇
用
す
る
の
か
。

　
　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
重

要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
事
務
量
や
そ
の
内

容
を
詳
細
に
実
態
把
握
し
て
採

用
し
て
い
る
の
か
。
臨
時
的
任

用
職
員
の
任
期
は
、
地
方
公
務

員
法
で
最
長
１
年
以
内
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
一
般
事
務
に
係

る
任
期
は
５
年
で
、
資
格
を
有

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
採
用
は
適
正
か

各
課
の
事
務
量
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
決
め
る
／
総
務
課
長

「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
見
直
し
が
必
要
で
は

年
１
回
、
各
学
校
に
お
い
て
見
直
し
を
し
て
い
る
／
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
　
　
　
退
職
者
管
理

の
徹
底
を
図
り
つ
つ
、
臨
時
の

行
政
需
要
の
増
加
を
カ
バ
ー
す

る
べ
く
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な

ど
し
て
採
用
に
踏
み
切
っ
て
い

る
。
１
年
を
超
え
て
の
採
用
は
、

改
め
て
新
た
な
臨
時
の
職
に
任

用
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

要
資
格
者
な
ど
は
新
た
な
任
用

が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
５
年

を
超
え
て
更
新
が
で
き
る
。
要

綱
で
明
確
化
し
て
い
る
。

す
る
職
は
５
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
人
も
い
る
。
再
度
の
任
用

の
運
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

新
た
に
同
居
・
近
居
に
補
助
制
度
を

町
の
課
題
解
決
と
効
果
が
期
待
で
き
る
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

大松喜次郎　議員

　
　
　
　
　
　
　
一
般
的
な
業

務
が
お
お
む
ね
３
〜
５
年
で
完

了
す
る
か
ら
で
あ
る
。
重
要
な

職
は
60
歳
を
超
え
て
も
必
要
に

応
じ
て
雇
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
学
校
任
せ
で
あ

っ
た
。
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
企
業

の
話
を
聞
き
な
が
ら
町
全
体
で

見
守
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
企
業
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
ま
と
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
看

板
が
な
い
と
こ
ろ
や
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
看
板
、
営
業
を
止

め
た
店
や
住
人
が
高
齢
で
鍵
の

か
か
っ
て
い
る
家
が
あ
る
。
ど

れ
く
ら
い
の
期
間
で
依
頼
や
見

直
し
を
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

南
部
地
区
で
こ
れ
か
ら
児
童
が

増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
犯
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
１

回
、
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
宅
を
訪
問
し
て
、
見

直
し
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
児
童
が
増
え
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委

員
会
に
は
あ
る
が
、
学
校
に
は

な
い
。
周
知
し
て
い
き
た
い
。

地
域
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。
今
後
は
、
見
直
し
時
期
に

「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を

配
布
し
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

以
外
で
も
駆
け
込
ん
で
く
る
場

合
が
あ
る
が
、
状
況
に
応
じ
た

連
絡
先
の
周
知
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
新
婚
世
帯
賃
貸
住
宅

家
賃
助
成
は
、
３
年
間
だ
っ
た

と
思
う
が
、
今
後
は
ど
う
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
新
た
に
３
世

代
同
居
・
近
居
の
た
め
の
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
の
補
助
制
度
は
。

　
　
親
、
子
な
ど
と
の
同
居
・

近
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
中
の
親
の
孤
立
感
や
負
担

感
が
減
少
し
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
育
て
る
環
境
が
整
備
で
き

る
。
高
齢
に
な
る
親
世
帯
へ
の

目
配
り
や
孤
立
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
も
で
き
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
図
れ
る

の
で
、
新
た
に
同
居
・
近
居
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
の

活
性
化
・
子
育
て
・
介
護
問
題

等
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
ご
提
案
を
参
考

に
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

た
め
に
住
宅
を
新
築
又
は
購
入

さ
れ
る
方
に
、
固
定
資
産
税
相

当
額
の
一
部
を
補
助
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　
新
婚
世
帯
賃
貸
住

宅
家
賃
助
成
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。
ア
ン
ケ
ー

　
　
町
に
定
住
を
促
進
す
る
た

め
、
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
意

欲
の
あ
る
人
の
う
ち
、将
来
宇

多
津
町
に
定
住
を
考
え
て
い
る

人
に
対
し
て
、
進
学
に
必
要
な

入
学
金
を
貸
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
修
学
の
支
援
を
す
る
と
と

も
に
、
有
用
な
人
材
の
育
成
や

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金
制
度
を

他
の
自
治
体
の
事
例
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
全
国
的
に
は

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
、
給
付

や
貸
与
な
ど
の
支
給
方
法
や
入

学
金
や
授
業
料
、
生
活
費
等
の

使
い
道
、
ま
た
諸
条
件
の
違
い

は
あ
る
が
、
同
様
の
奨
学
金
制

度
が
見
受
け
ら
れ
る
。
定
住
促

進
に
つ
な
が
る
か
は
他
の
自
治

体
の
事
例
を
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

確
保
す
る
た
め
の
、
貸
付
型
の

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金
制
度
を

は
じ
め
て
は
ど
う
か
。

ト
や
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
施
策
を
活
か
し
て
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
の

要
請
も
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
あ
る
。



1011

再
質
問

宇多津町議会だより No.66宇多津町議会だより No.66

問

再
質
問

問 一
般
質
問

一
般
質
問

中
村
総
務
課
長

中
村
総
務
課
長

合
田
教
育
長

再
質
問

問

今
津
生
涯
学
習
課
長

今
津
生
涯
学
習
課
長

問

高
瀬
教
育
次
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

谷
川
町
長

宮本　隆　議員

　
　
　
　
任
期
の
最
長
５
年
の

根
拠
は
な
ぜ
か
。
要
資
格
者
の

場
合
60
歳
ま
で
雇
用
す
る
の
か
。

　
　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
重

要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
事
務
量
や
そ
の
内

容
を
詳
細
に
実
態
把
握
し
て
採

用
し
て
い
る
の
か
。
臨
時
的
任

用
職
員
の
任
期
は
、
地
方
公
務

員
法
で
最
長
１
年
以
内
と
規
定

さ
れ
て
い
る
。
一
般
事
務
に
係

る
任
期
は
５
年
で
、
資
格
を
有

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
採
用
は
適
正
か

各
課
の
事
務
量
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
決
め
る
／
総
務
課
長

「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
見
直
し
が
必
要
で
は

年
１
回
、
各
学
校
に
お
い
て
見
直
し
を
し
て
い
る
／
生
涯
学
習
課
長

　
　
　
　
　
　
　
退
職
者
管
理

の
徹
底
を
図
り
つ
つ
、
臨
時
の

行
政
需
要
の
増
加
を
カ
バ
ー
す

る
べ
く
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な

ど
し
て
採
用
に
踏
み
切
っ
て
い

る
。
１
年
を
超
え
て
の
採
用
は
、

改
め
て
新
た
な
臨
時
の
職
に
任

用
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

要
資
格
者
な
ど
は
新
た
な
任
用

が
困
難
な
場
合
に
限
り
、
５
年

を
超
え
て
更
新
が
で
き
る
。
要

綱
で
明
確
化
し
て
い
る
。

す
る
職
は
５
年
以
上
勤
務
し
て

い
る
人
も
い
る
。
再
度
の
任
用

の
運
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

新
た
に
同
居
・
近
居
に
補
助
制
度
を

町
の
課
題
解
決
と
効
果
が
期
待
で
き
る
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

大松喜次郎　議員

　
　
　
　
　
　
　
一
般
的
な
業

務
が
お
お
む
ね
３
〜
５
年
で
完

了
す
る
か
ら
で
あ
る
。
重
要
な

職
は
60
歳
を
超
え
て
も
必
要
に

応
じ
て
雇
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
学
校
任
せ
で
あ

っ
た
。
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
企
業

の
話
を
聞
き
な
が
ら
町
全
体
で

見
守
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
企
業
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
ま
と
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
「
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
の
看

板
が
な
い
と
こ
ろ
や
字
が
薄
く

な
っ
て
い
る
看
板
、
営
業
を
止

め
た
店
や
住
人
が
高
齢
で
鍵
の

か
か
っ
て
い
る
家
が
あ
る
。
ど

れ
く
ら
い
の
期
間
で
依
頼
や
見

直
し
を
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

南
部
地
区
で
こ
れ
か
ら
児
童
が

増
え
て
く
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
犯
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
に
１

回
、
先
生
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん

が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
宅
を
訪
問
し
て
、
見

直
し
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
か
ら
児
童
が
増
え
て
い
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
委

員
会
に
は
あ
る
が
、
学
校
に
は

な
い
。
周
知
し
て
い
き
た
い
。

地
域
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
。
今
後
は
、
見
直
し
時
期
に

「
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど
を

配
布
し
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。

以
外
で
も
駆
け
込
ん
で
く
る
場

合
が
あ
る
が
、
状
況
に
応
じ
た

連
絡
先
の
周
知
は
ど
う
し
て
い

る
の
か
。

　
　
　
　
新
婚
世
帯
賃
貸
住
宅

家
賃
助
成
は
、
３
年
間
だ
っ
た

と
思
う
が
、
今
後
は
ど
う
さ
れ

る
の
か
。
ま
た
、
新
た
に
３
世

代
同
居
・
近
居
の
た
め
の
リ
フ

ォ
ー
ム
な
ど
の
補
助
制
度
は
。

　
　
親
、
子
な
ど
と
の
同
居
・

近
居
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

育
て
中
の
親
の
孤
立
感
や
負
担

感
が
減
少
し
、
安
心
し
て
子
ど

も
を
育
て
る
環
境
が
整
備
で
き

る
。
高
齢
に
な
る
親
世
帯
へ
の

目
配
り
や
孤
立
す
る
こ
と
を
防

止
す
る
こ
と
も
で
き
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
が
図
れ
る

の
で
、
新
た
に
同
居
・
近
居
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
の

活
性
化
・
子
育
て
・
介
護
問
題

等
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
ご
提
案
を
参
考

に
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

た
め
に
住
宅
を
新
築
又
は
購
入

さ
れ
る
方
に
、
固
定
資
産
税
相

当
額
の
一
部
を
補
助
で
き
な
い

か
。

　
　
　
　
　
新
婚
世
帯
賃
貸
住

宅
家
賃
助
成
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。
ア
ン
ケ
ー

　
　
町
に
定
住
を
促
進
す
る
た

め
、
大
学
な
ど
に
進
学
す
る
意

欲
の
あ
る
人
の
う
ち
、将
来
宇

多
津
町
に
定
住
を
考
え
て
い
る

人
に
対
し
て
、
進
学
に
必
要
な

入
学
金
を
貸
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
修
学
の
支
援
を
す
る
と
と

も
に
、
有
用
な
人
材
の
育
成
や

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金
制
度
を

他
の
自
治
体
の
事
例
を
検
証
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
／
教
育
次
長

　
　
　
　
　
　
　
全
国
的
に
は

い
く
つ
か
の
自
治
体
で
、
給
付

や
貸
与
な
ど
の
支
給
方
法
や
入

学
金
や
授
業
料
、
生
活
費
等
の

使
い
道
、
ま
た
諸
条
件
の
違
い

は
あ
る
が
、
同
様
の
奨
学
金
制

度
が
見
受
け
ら
れ
る
。
定
住
促

進
に
つ
な
が
る
か
は
他
の
自
治

体
の
事
例
を
検
証
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

確
保
す
る
た
め
の
、
貸
付
型
の

ふ
る
さ
と
応
援
奨
学
金
制
度
を

は
じ
め
て
は
ど
う
か
。

ト
や
デ
ー
タ
を
取
っ
て
い
る
の

で
、
こ
の
施
策
を
活
か
し
て
次

の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。
リ
フ
ォ
ー
ム
の
補
助
の

要
請
も
き
て
い
る
。
こ
れ
か
ら

の
課
題
で
あ
る
。
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問

中
谷
健
康
増
進
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

再
質
問

問

谷
川
町
長

中
村
総
務
課
長

中
村
総
務
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

問
題
が
語
ら
れ
始
め
て
久
し
い
。

そ
ん
な
流
れ
の
な
か
、
旧
町
内

の
課
題
で
あ
る
空
き
家
対
策
、

地
域
活
性
化
、
教
育
問
題
、
自

助
・
共
助
の
絆
、
住
民
の
民
度

醸
成
な
ど
数
多
の
課
題
解
決
の

拠
点
に
、
空
き
家
の
活
用
を
検

討
し
て
は
。
こ
こ
に
は
、
文
化

財
の
保
存
、ま
ち
な
か
美
術
館
、

定
住
者
の
誘
導
な
ど
、
ま
ち
づ

宇
多
津
今
昔
ロ
マ
ン
街
道
の
核
を
造
る

拠
点
施
設
の
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
／
町
長

　
　
　
　
今
年
度
か
ら
の
新
生

児
聴
覚
検
査
の
進
捗
状
況
と
事

業
主
体
が
市
町
村
と
な
っ
て
い

る
産
後
検
診
の
取
り
扱
い
へ
の

町
の
考
え
は
。

く
り
の
核
機
能
を
持
た
せ
る
施

設
と
な
る
。町
長
の
お
考
え
は
。

　
　
前
回
は
町
の
仕
事
に
な
る

集
客
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計

画
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
今
回
は

根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
信
託

ス
キ
ー
ム
に
よ
る
建
設
資
金
が
、

噂
で
は
あ
る
が
、
調
達
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

だ
。
こ
の
問
題
は
事
業
者
と
金

融
機
関
の
話
だ
が
、
町
と
し
て

も
融
資
の
現
状
に
つ
い
て
事
業

者
か
ら
説
明
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
国
民
有
権
者
の
半
数
が
投

票
に
行
か
な
い
。
識
者
は
不
祥

事
に
よ
る
政
治
不
信
は
政
治
家

の
責
任
と
指
摘
。
投
票
に
参
加

す
る
に
は
投
票
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
工
夫
と
主
権
者
意
識

の
向
上
を
醸
成
す
る
活
動
が
大

切
と
い
わ
れ
る
。
期
日
前
投
票

は
期
間
中
が
投
票
日
で
あ
る
。

日
々
利
用
す
る
量
販
店
で
の
投

票
や
入
場
券
に
宣
誓
書
の
記
載

　
　
こ
の
４
月
に
「
母
子
保
健

法
」
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は

母
子
と
も
に
健
や
か
な
社
会
生

活
が
送
れ
る
よ
う
妊
娠
・
出
産

・
育
児
ま
で
切
れ
目
な
く
各
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
、
助
産
婦
や
保

健
師
な
ど
の
専
門
家
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
内
容
と
聞

く
。
32
年
度
を
目
途
に
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

設
置
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ

が
、
事
業
内
容
と
専
門
職
な
ど

選
挙
用
は
が
き
の
裏
面
に
宣
誓
書
の
記
載
を

宣
誓
書
は
次
期
選
挙
ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
準
備
す
る
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
先
般
の
衆
議

院
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
約
53

％
で
県
内
の
平
均
で
あ
っ
た
。

一
方
、
有
権
者
の
投
票
行
動

は
７
７
０
０
人
の
う
ち
、
２

９
６
０
人
が
期
日
前
投
票
を

し
た
。
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
期
日
前
投
票
の
利
便
性
や
事

務
の
効
率
化
を
向
上
さ
せ
る
観

点
か
ら
入
場
券
と
宣
誓
書
が
セ

ッ
ト
の
な
っ
た
も
の
を
次
期
選

挙
ま
で
に
準
備
を
進
め
た
い
。

産
後
検
診
、
自
己
負
担
分
の
公
費
助
成
を

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
と
産
婦
健
康
診
査
事
業
を
実
施
す
る
／
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
子
保

健
法
で
具
体
的
事
業
内
容
が
改

正
さ
れ
た
。
市
町
村
が
実
施
す

る
も
の
は
「
妊
娠
・
出
産
包
括

事
業
」
と
「
産
婦
健
康
診
査
事

業
」
で
あ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
渡
り
、
保
健
師
・
助

産
師
・
心
理
士
な
ど
、
専
門
家

が
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

事
業
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
新
生

児
聴
覚
検
査
の
状
況
」
は
４
月

か
ら
10
月
ま
で
89
件
で
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
受
け
て

い
る
。「
産
婦
健
康
診
査
事
業
」

は
、
産
後
う
つ
や
虐
待
防
止
・

　
　
　
　
投
票
し
や
す
い
環
境

整
備
や
量
販
店
・
会
場
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
・
主
権
者
教
育
は
。

　
　
　
　
議
会
報
告
会
で
は
住

民
か
ら
文
化
財
や
貴
重
な
史
実

の
保
存
の
重
要
性
の
意
見
、
ま

た
学
術
研
究
発
表
会
で
は
、
古

街
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
提
案

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
活
か
し

た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

等
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
の
主
権
者
教
育
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

藍川佳津樹　議員 青木　義勝　議員

水
族
館
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
は

「
せ
と
う
ち
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
よ
り
融
資
決
定
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
者

の
報
告
で
は
、
百
十
四
銀
行
な

ど
瀬
戸
内
地
域
の
地
銀
７
行
と

日
本
政
策
投
資
銀
行
、
海
外
需

要
開
拓
支
援
銀
行
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
「
せ
と
う
ち
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
」
の
融
資
決
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
術
研

究
事
業
の
評
価
に
か
か
っ
て
い

る
。
外
部
評
価
委
員
の
審
査
対

象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
解
決
・
政
策
上

の
基
礎
的
資
料
に
な
り
う
る
の

で
今
後
と
も
事
業
を
継
続
し
、

将
来
そ
れ
を
活
き
た
も
の
と
し

て
施
策
に
反
映
し
た
い
。

　
　
　
　
　
町
は
ま
ち
づ
く
り

拠
点
施
設
と
し
て
「
こ
め
っ
せ

宇
多
津
」
「
古
街
の
家
」
を
整

備
し
て
き
た
。
ま
た
政
策
的
に

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
な
ど

を
設
け
た
。
さ
ら
な
る
拠
点
施

設
に
は
空
き
家
の
選
定
や
多
額

の
費
用
な
ど
課
題
が
多
い
こ
と

へ
の
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
量
販
店
で
の

投
票
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
が
、

投
票
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
今

後
も
高
齢
者
が
投
票
し
や
す
い

環
境
に
努
め
た
い
。
主
権
者
教

育
に
つ
い
て
も
、
啓
発
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
郵
送
し
て
い
る
。

母
子
機
能
回
復
な
ど
、
「
産
後

ケ
ア
」を
専
門
家
が
支
援
す
る
。

産
後
検
診
は
自
己
負
担
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
公
費
負
担
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
県
下
の
状

況
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
。

受
け
、
実
施
設
計
に
着
手
し
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

産前・産後サポート事業
産後ケア事業
子育て世代包括支援センター
開設準備事業 など

組
織
体
制
は
。
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問

中
谷
健
康
増
進
課
長

中
谷
健
康
増
進
課
長

問問 一
般
質
問

一
般
質
問

再
質
問

再
質
問

問

谷
川
町
長

中
村
総
務
課
長

中
村
総
務
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

濱
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少

問
題
が
語
ら
れ
始
め
て
久
し
い
。

そ
ん
な
流
れ
の
な
か
、
旧
町
内

の
課
題
で
あ
る
空
き
家
対
策
、

地
域
活
性
化
、
教
育
問
題
、
自

助
・
共
助
の
絆
、
住
民
の
民
度

醸
成
な
ど
数
多
の
課
題
解
決
の

拠
点
に
、
空
き
家
の
活
用
を
検

討
し
て
は
。
こ
こ
に
は
、
文
化

財
の
保
存
、ま
ち
な
か
美
術
館
、

定
住
者
の
誘
導
な
ど
、
ま
ち
づ

宇
多
津
今
昔
ロ
マ
ン
街
道
の
核
を
造
る

拠
点
施
設
の
整
備
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
／
町
長

　
　
　
　
今
年
度
か
ら
の
新
生

児
聴
覚
検
査
の
進
捗
状
況
と
事

業
主
体
が
市
町
村
と
な
っ
て
い

る
産
後
検
診
の
取
り
扱
い
へ
の

町
の
考
え
は
。

く
り
の
核
機
能
を
持
た
せ
る
施

設
と
な
る
。町
長
の
お
考
え
は
。

　
　
前
回
は
町
の
仕
事
に
な
る

集
客
環
境
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
計

画
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
今
回
は

根
本
的
な
問
題
と
し
て
、
信
託

ス
キ
ー
ム
に
よ
る
建
設
資
金
が
、

噂
で
は
あ
る
が
、
調
達
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

だ
。
こ
の
問
題
は
事
業
者
と
金

融
機
関
の
話
だ
が
、
町
と
し
て

も
融
資
の
現
状
に
つ
い
て
事
業

者
か
ら
説
明
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
国
民
有
権
者
の
半
数
が
投

票
に
行
か
な
い
。
識
者
は
不
祥

事
に
よ
る
政
治
不
信
は
政
治
家

の
責
任
と
指
摘
。
投
票
に
参
加

す
る
に
は
投
票
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
工
夫
と
主
権
者
意
識

の
向
上
を
醸
成
す
る
活
動
が
大

切
と
い
わ
れ
る
。
期
日
前
投
票

は
期
間
中
が
投
票
日
で
あ
る
。

日
々
利
用
す
る
量
販
店
で
の
投

票
や
入
場
券
に
宣
誓
書
の
記
載

　
　
こ
の
４
月
に
「
母
子
保
健

法
」
が
改
正
さ
れ
た
。
こ
れ
は

母
子
と
も
に
健
や
か
な
社
会
生

活
が
送
れ
る
よ
う
妊
娠
・
出
産

・
育
児
ま
で
切
れ
目
な
く
各
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
、
助
産
婦
や
保

健
師
な
ど
の
専
門
家
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
内
容
と
聞

く
。
32
年
度
を
目
途
に
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

設
置
に
取
り
組
む
と
の
こ
と
だ

が
、
事
業
内
容
と
専
門
職
な
ど

選
挙
用
は
が
き
の
裏
面
に
宣
誓
書
の
記
載
を

宣
誓
書
は
次
期
選
挙
ま
で
に
間
に
合
う
よ
う
準
備
す
る
／
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
先
般
の
衆
議

院
議
員
選
挙
の
投
票
率
は
約
53

％
で
県
内
の
平
均
で
あ
っ
た
。

一
方
、
有
権
者
の
投
票
行
動

は
７
７
０
０
人
の
う
ち
、
２

９
６
０
人
が
期
日
前
投
票
を

し
た
。
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
期
日
前
投
票
の
利
便
性
や
事

務
の
効
率
化
を
向
上
さ
せ
る
観

点
か
ら
入
場
券
と
宣
誓
書
が
セ

ッ
ト
の
な
っ
た
も
の
を
次
期
選

挙
ま
で
に
準
備
を
進
め
た
い
。

産
後
検
診
、
自
己
負
担
分
の
公
費
助
成
を

妊
娠
・
出
産
包
括
支
援
と
産
婦
健
康
診
査
事
業
を
実
施
す
る
／
健
康
増
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
子
保

健
法
で
具
体
的
事
業
内
容
が
改

正
さ
れ
た
。
市
町
村
が
実
施
す

る
も
の
は
「
妊
娠
・
出
産
包
括

事
業
」
と
「
産
婦
健
康
診
査
事

業
」
で
あ
り
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
渡
り
、
保
健
師
・
助

産
師
・
心
理
士
な
ど
、
専
門
家

が
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

事
業
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
新
生

児
聴
覚
検
査
の
状
況
」
は
４
月

か
ら
10
月
ま
で
89
件
で
、
ほ
ぼ

す
べ
て
の
赤
ち
ゃ
ん
が
受
け
て

い
る
。「
産
婦
健
康
診
査
事
業
」

は
、
産
後
う
つ
や
虐
待
防
止
・

　
　
　
　
投
票
し
や
す
い
環
境

整
備
や
量
販
店
・
会
場
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
・
主
権
者
教
育
は
。

　
　
　
　
議
会
報
告
会
で
は
住

民
か
ら
文
化
財
や
貴
重
な
史
実

の
保
存
の
重
要
性
の
意
見
、
ま

た
学
術
研
究
発
表
会
で
は
、
古

街
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
提
案

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
を
活
か
し

た
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

等
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
こ
ろ

か
ら
の
主
権
者
教
育
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。

藍川佳津樹　議員 青木　義勝　議員

水
族
館
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
は

「
せ
と
う
ち
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
よ
り
融
資
決
定
／
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
者

の
報
告
で
は
、
百
十
四
銀
行
な

ど
瀬
戸
内
地
域
の
地
銀
７
行
と

日
本
政
策
投
資
銀
行
、
海
外
需

要
開
拓
支
援
銀
行
な
ど
で
構
成

さ
れ
た
「
せ
と
う
ち
観
光
活
性

化
フ
ァ
ン
ド
」
の
融
資
決
定
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
術
研

究
事
業
の
評
価
に
か
か
っ
て
い

る
。
外
部
評
価
委
員
の
審
査
対

象
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
解
決
・
政
策
上

の
基
礎
的
資
料
に
な
り
う
る
の

で
今
後
と
も
事
業
を
継
続
し
、

将
来
そ
れ
を
活
き
た
も
の
と
し

て
施
策
に
反
映
し
た
い
。

　
　
　
　
　
町
は
ま
ち
づ
く
り

拠
点
施
設
と
し
て
「
こ
め
っ
せ

宇
多
津
」
「
古
街
の
家
」
を
整

備
し
て
き
た
。
ま
た
政
策
的
に

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
な
ど

を
設
け
た
。
さ
ら
な
る
拠
点
施

設
に
は
空
き
家
の
選
定
や
多
額

の
費
用
な
ど
課
題
が
多
い
こ
と

へ
の
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
量
販
店
で
の

投
票
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
が
、

投
票
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
今

後
も
高
齢
者
が
投
票
し
や
す
い

環
境
に
努
め
た
い
。
主
権
者
教

育
に
つ
い
て
も
、
啓
発
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
な
ど
郵
送
し
て
い
る
。

母
子
機
能
回
復
な
ど
、
「
産
後

ケ
ア
」を
専
門
家
が
支
援
す
る
。

産
後
検
診
は
自
己
負
担
で
あ
り
、

こ
れ
に
対
す
る
公
費
負
担
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
、
県
下
の
状

況
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
き
た

い
。

受
け
、
実
施
設
計
に
着
手
し
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。

産前・産後サポート事業
産後ケア事業
子育て世代包括支援センター
開設準備事業 など

組
織
体
制
は
。
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議
会
報
告
会

応
援
し
ょ
う
で
ぇ
〜

応援しょうでぇ～！
うたづっ子
宇多津中のボランティア

第13回議会報告会第13回議会報告会
　町では、小中学生はボランティア通帳を持っています。
社会福祉協議会で決められたボランティアに参加すると
ハートがもらえます。例えば、日曜日の駅前清掃に参加
すると100ハート、チャリティバザーを手伝うと300ハ
ートといった具合です。それを各自が通帳に貯めていき、
年度ごとに学校単位で集計します。財源面で支援してい
る「勇心酒造（株）」がその金額（１ハート＝１円）を
寄付し、子どもたちは町内の公共施設や団体に車いすや
おもちゃなどを寄贈しています。
　今回は特にたくさんのハートを貯めている中学生にい
ろいろ聞いてみました。

☆参加しているボランティア
・駅前清掃 ・日曜サロン
・ドリームまつり ・夏休み中の活動
・赤い羽根共同募金（街頭・イベント）

☆やってみたいボランティア
・乳幼児などの面倒をみる
・外国の方の日本語学習支援
・お年寄りの話し相手

どんな職業につきたいですか
・保育士 ・車の整備士
・学芸員 ・看護師
・グローバルな仕事

・
「
社
協
通
信
」
を
見
て

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
に
入

　
っ
た
か
ら

・
地
域
に
貢
献
し
た
い

・
将
来
役
立
ち
そ
う

・
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

・
み
ん
な
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る

・
た
く
さ
ん
の
人
に
感
謝
さ
れ
た

・
働
く
こ
と
の
大
切
さ
が
わ
か
っ
た

・
や
り
が
い
を
感
じ
る

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と

・
貯
ま
る
の
が
楽
し
い

・
あ
る
と
責
任
感
が
わ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
通
帳

            

に
つ
い
て

通帳の中身は
こんな感じ

クリーン作戦

ドリームまつりではお客さんに飲み物の接待

「町家とおひなさん」では
やっこ姿でおもてなし

３年　大舘  愛優  　 ３年　岸本  恋菜

３年　嶋﨑 　 華

１年　古林  亜弓     １年　守家　美咲

おおや     ま　ゆ

しまざき　　  はな

こばやし　 あ ゆみ も り や　　み さ き

きしもと   れん な

　始めたきっかけはさまざまですが、地域の人に笑顔
や感謝の言葉をもらって、やりがいにつながっている
ようです。ボランティアをする小中学生が増えれば、
宇多津町の未来に希望が持てると確信しました。

　11月16日（木）午後７時より保健センターで開催し、参加者は33名でした。パワーポイント
を使用して、表、グラフ、写真などで各常任委員会の報告をしました。
　総務建設常任委員会は28年度決算（一般会計、下水道・水道会計）29年度総務建設関連事業
（ふるさと納税、古街の家、街路灯のＬＥＤ化、地籍調査、水道事業広域化、水族館）の説明
をしました。教育民生常任委員会は国民健康保険や介護保険などの28年度決算および世代間交
流センターや育児用品レンタルサポートなどの29年度教育民生に関する事業の説明をしました。
さらに、コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）や小学校の英語教育、定住促進事業
など委員会研修の内容を報告しました。委員会報告の後、質疑応答を行い、参加者からは学校
運営協議会制度、国民健康保険の滞納、まんでがん体操の効果検証についての質疑がありました。
　その後、「これからの宇多津を語ろう」というテーマでフリートークを行いました。今回い
ただいた町政へのご意見や議会に対するご指摘は今後の町政や議会の取り組みに活かしていき
ます。次回、もっと多くの住民の方々にご参加していただくよう努力をしてまいります。

　フリートーク　
 ・水族館ができても、道路が渋滞して住民が不便な思いをすることのないようにしてほしい。
    今現在、どういうことが進行しているのか。
 ・「町家とおひなさん」のタイトルの町家の軒数が減少していることを危惧しているが、何か
    いい考えは。
 ・「古街の家」の次の展開を考えているか。
 ・町で民泊をやりたいという人はいるのか。
 ・町制施行120 年の記念館や資料館を造った
　らどうか。

   アンケート　
 ・芸能祭の集客や会場を考えてほしい。
 ・大雨水害対策を望む。
 ・景観条例がどのように活かされているのか。
 ・土日の議会を多くしてほしい。
 ・議員がイベントに参加し、盛り上げに協力してほしい。

《おもなご意見》《おもなご意見》

ボランティア銀行の
取り組みは

2017年度子どもたちの
“こころを育む活動”で
優秀賞に選ばれました。

ボランティア銀行の
取り組みは

2017年度子どもたちの
“こころを育む活動”で
優秀賞に選ばれました。
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し
ょ
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で
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「
社
協
通
信
」
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て
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
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に
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っ
た
か
ら
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地
域
に
貢
献
し
た
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・
将
来
役
立
ち
そ
う

・
友
だ
ち
に
誘
わ
れ
て

始
め
た
き
っ
か
け
は
？
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み
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れ
る
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さ
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感
じ
る

参
加
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
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ン
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帳
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　らどうか。
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 ・大雨水害対策を望む。
 ・景観条例がどのように活かされているのか。
 ・土日の議会を多くしてほしい。
 ・議員がイベントに参加し、盛り上げに協力してほしい。
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第13回　議会報告会開催
追跡調査   「陽だまり食堂」
　　　　 「中学生ボランティア」

香川県宇多津町

応援しょうでぇ～！
うたづっ子

5

15

14

第66回　宇多津
子どもロードレース大会
　町の内外から181人の小学生
が参加しました。
　子どもたちは、寒空のもと、
たくさんの声援を受けながら、
元気に駆け抜けていきました。

　
今
か
ら
約
22
年
前
の
さ
わ
や
か
な
五
月
に
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

「
コ
ー
ル
・
メ
イ
」
は
発
足
し
ま
し
た
。
指
導
し
て
く
だ
さ
る
渡
辺

理
香
先
生
、
ピ
ア
ノ
の
藪
内
利
枝
子
先
生
の
お
陰
で
今
日
に
い
た
っ

て
い
ま
す
。
先
生
の
教
え
は
ユ
ー
モ
ア
に
満
ち
、
優
し
く
分
か
り
や

す
い
も
の
で
す
。
月
に
２
回
（
第
２
・
４
水
曜
日
）
10
時
よ
り
11
時

半
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
４
階
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
や
は
り
20
余
年
も
経
ち
ま
す
と
会
員
も
そ
れ
な
り
に
歳
を
経
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
健
康
で
と
て
も
元
気
で
す
。
思
い
や
り
が

あ
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動
に
も
積
極
的
で
熱
心
で
す
。
私
た
ち
は
文
化

　
東
大
阪
市
の
副
市
長
さ
ん
の
お
話

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
市
は
観

光
施
設
や
有
名
な
観
光
地
、
名
産
特

産
な
ど
が
な
く
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
苦

慮
し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
若
者

か
ら「
東
大
阪
市
の
観
光
資
源
は
、こ
こ

の
住
民
で
は
？
」と
の
提
案
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
以
降
、
市
は
住
民
一
人

一
人
に
脚
光
を
あ
て
始
め
ま
し
た
。

ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
名
物
オ
ジ
サ
ン
、

愉
快
な
学
校
の
先
生
、
ダ
ン
デ
ィ
な

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
。

　
こ
の
ま
ち
お
こ
し
の
取
組
み
は
メ

デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
市
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
を
呼
び
込
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
副
市
長
は
、
「
住

民
の
顔
が
ま
ち
の
顔
、
住
民
が
ま
ち
の

主
役
、
住
民
が
ま
ち
の
財
産
」
と
言

い
ま
す
。
「
こ
の
ま
ち
に
住
ん
で
良

か
っ
た
」
こ
の
言
葉
を
住
民
に
言
っ

て
も
ら
え
る
ま
ち
づ
く
り
が
我
々
、

議
会
人
の
仕
事
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
井
上
　
弘
治
）

芸能祭でのステージ

協
会
に
所
属
し
て
お
り
、
秋
に
は
文

化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
に
も
立
ち
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ユ
ー
プ
ラ
ザ
の
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
毎
年
出
演
し
、

「
コ
ー
ロ
・
フ
ィ
オ
ー
レ
」
と
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
お
仕
事
を
お
持
ち
の
方
に
は
昼
の

練
習
は
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ご
興
味
が
お
あ
り
の
方
は
お
出
か
け

く
だ
さ
っ
て
、
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
雑

談
に
花
を
咲
か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ぜ
ひ
、
一
緒
に
大
き
な
声
を
出
し
て
、

身
体
の
内
よ
り
元
気
で
明
る
い
毎
日

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

み
な
さ
ん
の
声

杉野　信雄さん
青色防犯パトロール隊員

　
平
成
17
年
か
ら
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
早
い
も
の
で
13

年
目
に
な
り
ま
し
た
。
交
通

マ
ナ
ー
が
悪
い
と
言
わ
れ
る

香
川
県
に
お
い
て
、
宇
多
津
町
で
も
交
通
事
故
の
話
を

よ
く
耳
に
し
ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
少
し
で

も
交
通
マ
ナ
ー
が
向
上
し
、
事
故
が
減
る
こ
と
、
町
民

の
防
犯
意
識
が
高
ま
り
犯
罪
の
抑
止
に
も
つ
な
が
る
こ

と
を
願
い
な
が
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
青
パ
ト
に
携

わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
10
月
に
は
交
通
栄

誉
賞
緑
十
字
銅
賞
を
、

平
成
29
年
10
月
に
は
四

国
管
区
警
察
局
長
、
四

国
交
通
安
全
協
会
会
長

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
す

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
賞
に
恥

じ
な
い
よ
う
な
運
転
を
心
が
け
な

い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
あ
と
何
年
続
け
ら
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
、

微
力
な
が
ら
町
の
お
役
に
立
て
れ

ば
幸
い
で
す
。

町内を巡回する青パト 賞状と副賞

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 
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長
　
西
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委
　  

員
　
井
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弘
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松
喜
次
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青
木
　
義
勝
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